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宮崎県立宮崎西高等学校・附属中学校図書館 

 
 先日の台風１４号の風の強さには驚かされました。 

台風一過とはよく言ったもので、あの後から朝夕の空 

気や鳥のさえずり、虫の声、本校の銀杏並木など日常 

のあちらこちらで秋を感じるようになりました。季節 

は変化しています。 

 変化と言えば、現在の高校三年生の皆さんが本校に 

入学したときには、新型コロナが私たちの生活の中に 

入り込み、それまでの当たり前は手の届かないものと 

なり、変化し続ける中でどう学校生活を送るかを常に 

試行し、自分自身が変容する三年間だったのではない 

かと思います。そんな中での今年度の朝暘祭は、人生の中でまた忘れられない

大切な１ページになったことでしょう。 

 創造することが、新たな一歩につながります。Art思考を大切に。 
 

 

 

 

 

 ９月１４日（水）朝暘祭：文化の部で行った古本市には、昨年度以上にたくさ

んのみなさんが来場してくれました。図書委員会でのビッグイベントである古本

市、毎年みなさんからたくさんの本の提供依頼から始まります。今回も昨年並み

に本が寄せられたことにまず感謝します。そして、売上金は以下のとおりでした。

今月の各種委員会で使途を決めて、またご報告します。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

OPEN 前の様子              お買い上げ有難うございます。 

実は、朝陽祭の目玉です！     会計も → 

                 大忙し！ 

 

 

 

 

  

 

 

 

                

 

 

 

 

                  

              ↑入口カウンター1年生。今回古本市の立役者！ 

 ↑ ほぼ新刊コーナー       こちらは人気の参考書コーナー 

                     ↓  やっぱり西校生～ 

 

 

          

 

 

 

     

 

 

図書館から、朝陽祭のご報告 

売上金:40,000 円 

昨年度の売上金で、 

デジタルサイネージ用

に２８インチのディス

プレイを購入しまし

た。図書館前に設置し

て様々な情報をお知ら

せします。 

古本市の一コマを切り取ってみました！ 



 

  

 ７月の店頭購入で選んだ本の紹介リストを先日ようやく発行し終えました。 

約３００冊近い本のリストはNo.９～１１にわたります。今回は、その中から紹

介します。あなたのお気に召す本となるといいのですが…。 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9784101006079 お伽草紙 新潮社  630 

 

 

 

 

     

 

       

あなたの図書館マナーは、大丈夫ですか？ 

     情報活用の良き使い手は、場や道具の良き使い手でもあります。 

 

    ＊本に関すること＊ 

    〇 貸出期間は 2 週間です。今借りているその本、次に 

      読みたい人がいるかもしれません。          

    〇 本を汚損してしまったら、必ず図書館の職員に知らせる 

      ようにしましょう。 

＊端末に関すること＊ 

    〇 利用した後は、必ずログアウトしてください。図書館の 

      端末はあなたのものではないことを忘れずに。 

    〇 また、授業や学校行事等で撮った画像や動画も削除する 

      ことを徹底しましょう。 

    ＊図書館でのマナー＊ 

    〇 原則として飲食はできません。 

      のどが乾いたら館外で水分補給をしましょう。 

 

 

 

 

 本校図書館が今年度目指していることの一つに、図書館の「個別最 

適な」活用シーンを実現することがあります。 

来月中には、「非来館型図書館」をデジタル上に作るべく構築中です。 

あなたのデバイスから本校図書館の蔵書検索、本の予約、リクエスト、 

図書館からの旬な情報にアクセスできるようになります。 

しばし、お待ちを！ 

『お伽草紙』太宰治著（新潮社 1972）B913.6 タ 

 太宰治が戦争中に書いた作品たち。戦争という時代が人

間に与える影響を、もともとある古典や民話・伝承作品を

ベースに太宰なりのウィットにとんだ表現で新たな作品へ

と再生している。そこには、人間の奥底に潜む真実があた

かも見たように描かれている。特に、タイトルにもなって

いるお伽草紙の「カチカチ山」をはじめ「瘤取り」「浦島

さん」「舌切り雀」をまずは読んでいただきたい.。人間の

持つ「こわさ」がユーモラスに描写されているのだ。 

 

棚からひとつかみ『戦争を考える』 

『戦争は女の顔をしていない』スヴェトラーナ・アレクシエ

ーヴィチ著 三浦みどり翻訳（岩波書店 2019）B369イ 

 第二次世界大戦時、ソ連（現ロシア）では１００万人もの女

性が従軍医師、看護師あるいは武器を持ち前線で戦う兵士とし

て従軍した。その彼女たち５００人の言葉を聞き書きしたのが

本書。著者は２０１５年ノーベル平和文学賞受賞作家。語られ

る言葉の端々にふと顔をのぞかせる、何気ない言葉にこそ彼女

たちの本心が見える。従軍した彼女たちがどんな思いで、戦場

に立ち、戦後どのように生きてきたのかを一人ひとりの言葉か

ら感じ取ったとき、私たちはこのタイトルの意味を真に知るだ

ろう。現在も続くウクライナとロシアの戦争はもとより、『戦

争』というものを知るきっかけになる一冊。コミックもあり！ 

こちらは、小梅けいと作画（KADOKAWA）で絶対に漫画化

できないと言われていた本書を見事漫画化した秀逸の一作。 

図書館のマナー、再確認 

扉を開こう。新たな世界が君を待っている。 


